
「認知症の人にやさしいまちづくりの始め方」について、
イベントを開催します！
多様性のあるコアチームをつくるにはどうすればいいのか？
コアチームから、ステークホルーダーを広げていくためには
どうすればいいのか？　町田市や他先進事例など、地域での
実践事例の紹介を交えながら、お話します。

《 プログラム 》
・認知症にやさしいまちの事例紹介
・認知症にやさしいまちをつくるための「対話」
・多様性のあるコアチームをつくるには？
  〜コアチームの仲間を招き入れるための「問い」を考えてみよう〜

……………  講 師 フ ァ シ リ テ ー タ ー ………… 

認知症の人にやさしいまちづくりを始めるために
認知症の人にやさしいまちづくりを進めるには、このテーマに関
心のある介護・福祉従事者だけでなく、認知症当事者と家族・自
治体・自治会などの地域コミュニティ・商店街など地元商業者・
企業など、多様なステークホルダーを招き入れ、まちのビジョン
を描き共有しながら、実現に向けた行動を一緒に起こしていく必
要があります。
その最初の一歩となるのが、まちづくりを推進する「コアチーム
をつくる」ことです。取り組みがどんどん進んでいく地域には、
介護事業所職員と自治体職員など、立場の異なるメンバーによっ
て構成されたコアチームが存在します。
多様性のあるコアチームができたら、次はさらに多様なステーク
ホルダーを仲間に招き入れる必要があります。
この両方を進める上で鍵となる要素が、「対話」です。コアチー
ムがファシリテーターとなって、みんなの想いと主体的なアク
ションを引き出していきます。

開場：13:00
時間：13:30 〜 16:30
会場：ビジョンセンター横浜
　　     3 階 309  
                     横浜市西区北幸２丁目５−１５

定員：48 名
参加費： 3,000 円
お問合せ：machi@dfc.or.jp

申込フォーム：https://machi-kanagawa.peatix.com
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〜先進地域に学ぶ チームづくりと対話のコツ〜
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